







































































































多くの学者は少年と⾒なしてきたが、1975 年に M. 
Robertson が解剖学的な観点から少⼥説を提唱し、J. 










E35 を別にして他に 3 名表されている。研究者はこれらを、
墓碑などにもしばしば登場する、騎⼠の侍童つまり召使の
表現と考える(13)。すなわち、騎⼠ N135 に仕える N136（図
2）、W5 に仕える W6（図 3）、そして W23 に仕える W24
（（図 4）である 。前者 2 名は、裸体で表され、W24 も損
傷を受ける前は裸体であったと思われる。N136 と W24 は、




図 1: パルテノン・フリーズ E30-36 ⼤英博物館 
図 2: パルテノン・フリーズ N132-136 ⼤英博物館 
図 3: パルテノン・フリーズ W5-6 ⼤英博物館 































































図 5: Peisis 奉納浮彫 Brauron 考古学博物館 1152 






























すなわち 5.1 頭⾝で、対する E35 は 6.6 頭⾝(図 1)である。
フリーズ浮彫の他の三⼈の侍童は、N136が 5.9 頭⾝(図 2)、
W6 が 7.3 頭⾝ (図 3)、W24 が 7.0 頭⾝でいずれも墓碑の
⼦供より年⻑である(図 4)。Ch. Sourvinou-Inwoodによる、
前 5世紀の陶器画に登場する三歳児の⼦供は、⼀般に 4頭
































図 7: 墓碑浮彫 ニューヨーク メトロポリタン美術館 













































古代⽂献の略号は、DNP III (1997) XXXVI–XLIV; Liddell – Scott – 
Jones XVI–XLV に基づく。⽂献略号は、ドイツ考古学研究所
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